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こ
れ
を
受
け
て
農
林
水
産
省
も
、
同
年
九
月
二
十
六
日
、
遺
伝
子
組
換
え
の
脱
脂
ダ
イ
ズ
、
脱
脂
ナ
タ
ネ
、
及
び
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
飼
料
の
安
全
性
を
確
認
し
た
と
発
表
し
た
。 

厚
生
省
食
品
衛
生
調
査
会
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
特
別
部
会
は
、
平
成
八
年
八
月
二
十
六
日
、
欧
米
農
薬
メ
ー
カ
ー
か
ら
申

請
さ
れ
て
い
た
遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
利
用
し
開
発
さ
れ
た
、
大
豆
、
ナ
タ
ネ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
七
品
種

の
食
品
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
と
答
申
し
た
。 

確
認
さ
れ
た
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
は
、
除
草
剤
耐
性
と
害
虫
抵
抗
性
の
二
種
類
で
、
既
存
の
近
縁
種
同
士
の
掛
け
合
わ
せ

に
よ
る
品
種
改
良
技
術
の
延
長
で
は
決
し
て
生
ま
れ
て
こ
な
い
農
作
物
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
使
用
許
可
に
あ
た
っ
て
は
慎

重
の
上
に
も
慎
重
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。 

一 

輸
入
さ
れ
る
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
は
、
自
然
界
に
は
生
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
作
物
で
、
遺
伝
子
の
組
換
え
に
よ
り
予
期

せ
ぬ
副
作
用
の
起
こ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
厚
生
省
の
「
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
・
食
品
添
加
物
の
安
全
性
評
価

指
針
」
に
よ
る
と
、
安
全
性
評
価
の
考
え
方
は
個
々
の
組
換
え
農
作
物
が
既
存
の
も
の
と
「
実
質
的
同
等
性
」
で
あ
る
な
ら 

以
下
、
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
の
安
全
性
、
環
境
破
壊
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 
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三 

輸
入
さ
れ
る
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
は
、
大
豆
が
油
・
醤
油
・
豆
腐
、
ナ
タ
ネ
は
油
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
・
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
な
ど
、
加
工
食
品
と
し
て
市
場
に
出
る
。
し
か

し
、
表
示
義
務
が
な
い
た
め
、
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
を
使
用
し
た
か
否
か
、
消
費
者
は
購
入
す
る
際
に
避
け
よ
う
と
思
っ

て
も
知
る
す
べ
が
な
い
。 

二 

遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
は
、
除
草
剤
や
害
虫
に
強
い
性
格
を
も
た
ら
す
た
ん
ぱ
く
質
が
個
々
の
細
胞
で
つ
く
ら
れ
る
た 

め
、
食
品
と
し
て
摂
取
す
る
と
き
は
想
像
以
上
に
大
量
に
な
る
。
人
間
に
対
す
る
毒
性
が
低
い
、
と
い
う
こ
と
で
開
発
が
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
桁
違
い
の
摂
取
量
や
長
期
に
わ
た
る
連
続
摂
取
に
関
し
、
人
体
へ
の
安
全
性
試
験
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
か
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

ば
、
組
換
え
農
作
物
も
「
安
全
で
あ
り
」
「
表
示
は
い
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
は
生
物
の
長
い
進
化
の
歴
史
を
無
視
し
た
も
の
で
、
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
を
市
場
に
流
通
さ
せ
る
な
ら

「
新
規
の
食
べ
物
」
と
し
て
、
厚
生
省
は
厳
格
な
安
全
性
確
認
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
今
回
の
認
可
に
あ
た
っ
て
、
安
全
性

確
認
の
根
拠
と
な
っ
た
デ
ー
タ
を
お
示
し
願
い
た
い
。 

遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
が
健
康
や
環
境
に
及
ぼ
す
潜
在
的
危
険
性
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
十
分
な
安
全
性
が
立
証
さ
れ
て
い 

四 

 



 

四 

除
草
剤
耐
性
農
作
物
は
「
除
草
剤
の
使
用
量
を
減
少
で
き
る
」
と
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物

は
抗
生
物
質
耐
性
と
同
様
の
広
が
り
を
持
つ
危
険
性
が
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
立
研
究
所
に
よ
る
と
除
草
剤
耐
性
の
ナ
タ

ネ
を
栽
培
し
た
と
こ
ろ
、
周
辺
の
雑
草
に
除
草
剤
耐
性
遺
伝
が
移
行
し
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
ま
た
、
植
物
に
組
み
込
ん

だ
ウ
イ
ル
ス
の
一
部
と
、
感
染
さ
せ
た
ウ
イ
ル
ス
の
間
で
遺
伝
子
の
交
換
が
起
き
た
と
い
う
報
告
も
さ
れ
て
い
る
。
長
期
的

に
は
農
薬
の
大
量
使
用
に
よ
っ
て
環
境
破
壊
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
ど
う
対
応
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
お
示
し
願
い
た
い
。 

五 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
二
十
ケ
国
の
食
品
小
売
・
卸
売
業
界
や
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
食
品
団
体
は
、
遺
伝
子
組
換
え
農
作

物
の
使
用
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。
食
糧
の
輸
入
依
存
度
が
高
い
日
本
は
、
今
後
、
広
範
多
種
の
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
の
導

入
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
現
在
確
認
申
請
中
の
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
を
具
体
的
に
お
示
し
願
い

た
い
。 

な
い
今
日
、
消
費
者
の
選
択
す
る
自
由
は
保
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
選
ぶ
権
利
が
あ
る
。
既
に
、
ス
イ
ス
連
邦
政
府
は
、

昨
年
十
二
月
よ
り
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
の
表
示
義
務
を
課
し
て
い
る
。
表
示
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

五 

 



 

 

六 

右
質
問
す
る
。 


